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令和５年度 第２回尾張旭市廃棄物減量等推進審議会 会議録

１ 開催日時

令和５年１１月２１日（火）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１０時４０分

２ 開催場所

市役所南庁舎２階 ２０１会議室

３ 出席構成員

矢野昌彦、新田美得、佐藤庸子、松原ふき、松原紘子、伊藤紀子、白坂弘子、桝

田英也、中西博文、米今賢二、水野勝、計１１名

４ 傍聴者数

０名

５ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境課長補佐：林正信、環境課主事：飯田あゆみ

６ 議題等

（１）次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定について（諮問）

（２）次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の素案について（説明）
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７ 会議の要旨

事務局（環境

課長）

定刻になりましたので、ただ今から「令和５年度第２回尾張旭市

廃棄物減量等推進審議会」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ会議にご出席いただきまして、ありがと

うございます。

本日、中西委員から少し遅れるというご連絡をいただいておりま

す。現在の着席者は、１１名中１０名でございます。

委員の半数以上の方にご出席いただいておりますので、審議会条

例第７条第２項により、本審議会は成立しております。

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」

に基づき、傍聴を認めていること、また、本会議の内容について

は情報公開の対象となることも、あわせてご了承いただきますよ

うお願いいたします。

では、本日の会議資料の確認をいたします。

（資料の確認及び説明）

昨日、１１月２０日（月）に、市長と矢野会長に出席をいただ

きまして、諮問書の手交式を執り行いました。尾張旭市廃棄物減

量等推進審議会、会長宛てに市長から意見が求められておりま

す。

次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画について、委員

の皆様にはご審議いただきたいと思います。

それでは、次第に沿って会議を進行させていただきます。

次第１「会長あいさつ」です。矢野会長、お願いします。

矢野会長 皆さん、おはようございます。

ご出席、ありがとうございます。

昨日、柴田市長と色々お話しをさせていただいて、審議を尽くし

てくださいということでございますので、減量化に向けて色々な審

議をお願いしたいと思います。それでは、よろしくお願いいたしま

す。

事務局（環境

課長）

ありがとうございました。

では、次第に従って議題に入りますが、ここからは矢野会長に議

事の進行をお願いいたします。

矢野会長 了解いたしました。

それでは、次第に従いまして進行させていただきます。
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次第２、議題の（１）「次期尾張旭市一般廃棄物処理基本計画の

策定について（諮問）」について、事務局より説明をお願いいたし

ます。

事務局（林） はい。

諮問書の写しをご覧ください。

尾張旭市廃棄物減量等推進審議会条例第２条第２項に規定があ

るとおり、審議会は、市長から諮問のあった事項について、調査審

議することとなっております。

本日、計画素案に対して委員の皆様からいただくご意見について

は、素案修正等の参考とさせていただきます。

計画に対する「審議会の意見」としては、次回審議会でパブリッ

クコメントの結果とともにご審議いただき、そこでまとめたご意見

を「市長への答申」としていただければと存じますので、よろしく

お願いいたします。

後ほど（株）東和テクノロジー様から詳しくご説明をさせていた

だきますが、事前に配布しておりました冊子が、これまでの審議結

果に基づき作成した、次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計

画の素案となります。

皆様には、計画の構成や、前回会議でご審議いただいた取組内容

などで更に追加すべき・削除すべき事項がないか、ご確認いただけ

ればと思います。

なお、１１月２７日（月曜日）から、市民等に公表し、広くご意

見をお聞かせいただきたく「パブリックコメント」を実施する予定

でございます。このため、今回の審議会は、その公表前の最後の審

議の機会となります。審議会の場において、内容を全てご確認いた

だくことは困難かと思いますので、審議会での議論を踏まえてお気

づきになったことがありましたら、委員の皆様におかれましても、

パブリックコメントの機会をご活用いただきまして、ご意見をお寄

せいただければと思います。以上でございます。

矢野会長 ありがとうございます。

それではこのまま、計画の素案についての説明に移りたいと思い

ます。

次第２、議題の（２）「次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理

基本計画の素案について（説明）」について、（株）東和テクノ

ロジー様から説明をお願いします。

よろしくお願いいたします。

東和（佐伯） ＜素案に基づき説明＞
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矢野会長 ありがとうございます。

それでは皆さんの方から、ただいま説明のありました、次期一

般廃棄物処理基本計画の素案のお話、加えて食品ロスの削減目標の

ページもございましたけれども、それらについて、ご意見・ご質問

等ございましたらお願いします。

国の目標よりも、尾張旭市としては高い目標を掲げて食品ロ

ス削減をしていこうということだったと思いますけれども、何

かご質問・ご意見等ございましたらお願いします。

いかがでしょうか。

水野委員 ３５ページで、家庭ごみは１００ｇ減量し、総ごみ量は８２ｇ減

量するということについて、家庭ごみで減量した分が、総ごみ量は

どこかで増えるということですか。そういう意味でとってはいけな

いのですか。

東和（佐伯） 家庭系処分ごみというのは、資源ごみを除いた分になります。

事務局（環境

課長）

全くごみとして処分するものについては、１００ｇ減らしましょ

うということで、ごみというのは処分するごみと、例えばペットボ

トルや空き缶・小型家電等の資源となるごみについては、少し増え

ることになります。分別を徹底して増えるというような構想をして

おりますので、総ごみ量としては増えます。家庭系処分ごみの処分

するごみはもっと減らしましょう。ごみはしっかり分別しましょ

う。そうしますと、分別後の資源分が増え、総ごみ量の目標が減る

ということになります。

水野委員 単純に考えると、家庭ごみは減るけれど、何かが増えるというこ

とですか。

事務局（環境

課長）

そうです。家庭の処分するごみは減りますが、資源ごみは増える

ということです。資源とする、ペットボトルや空き缶・紙等、そう

いったものは増えていきます。そういう使えるものは、しっかり分

別して増やしましょうということになります。

矢野会長 せっかく卵で表していますけれども、それが逆に、総ごみ量の方

が８２ｇ減量で、家庭ごみ量は１００ｇ減量というのは、パッと見

た感じ、分かり辛いのでしょうか。

事務局（環境

課長）

違和感があるというのは分かります。

矢野会長 説明を受ければ分かるのですが。

事務局（環境

課長）

はい。分別を徹底して、資源ごみを増やしましょう。資源となる

ものは増やしましょうというようなことではあります。

矢野会長 別表等にありますか。
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東和（佐伯） ３１ページにあります図の３２の区分を見ていただきますと、総

ごみ排出量というのは、ペットボトル等資源化されるものも全部含

めてとなります。家庭系の処分ごみというのは、②でくくってある

ところで、燃えるごみ・燃えないごみ・粗大ごみのこの部分だけで

す。家庭系処分ごみというのを頑張って減らすのですが、その減ら

した分の中に、元々、ペットボトルなのに燃えるごみで捨てていた

ものなどは、資源物の方に回してあげましょうという考え方で、②

でくくってあります。しかし、その燃えるごみに入っていたペット

ボトル等を資源物にすると、②の部分は減りますが、全体の部分と

してはそこまで減らないです。増えるということではなく、そこま

で多くは減らないということになります。

矢野会長 図３０の中でも、家庭系ごみのところがあるから、これを減らす

効果は結構あるということですかね

東和（佐伯） はい、そうです。増えるということではなくて、減る分が少し減

るということです。

矢野会長 よろしかったでしょうか。

何かご意見等ございましたら、どうぞ。

水野委員 何かもう少し上手く書かないといけないのではないでしょうか。

事務局（環境

課長）

表の下の方に、何か少し工夫したいと思います。

水野委員 説明を書いたら良いのではないでしょうか。

東和（佐伯） そうですね。分かりやすい説明を書きます。

水野委員 はい。

矢野会長 はい、よろしかったでしょうか。

その他、ご意見・ご質問等ございませんでしょうか。

米今委員 １９ページのごみの排出量の推移について、４年間増えているの

は、多分コロナの影響で、家庭で食事等をする率が上がったために

増えていると思うのですが、これを目標値に下げるにはかなりギャ

ップがあります。市民の生活がこれからガラッと変わるというの

は、ちょっと考えられないので、これはかなり厳しいノルマと言い

ますか、目標と現実の差があるので、これに関しては、余程腰を据

えてやらないと、目標値には中々達成できないと思うのですが、そ

の辺の認識はいかがなのでしょうか。

矢野会長 見込みとして厳しいのではないかということですね。

米今委員 ですから、それを達成するために具体的に何がなんでもやるのだ

というような、あれもこれもやりますというようにやるよりも、あ

まりにも目標が高いのであれば、それよりも的を絞ってやった方が



6

いいのではないかという気がするのですが、いかがでしょう。

事務局（林） はい。

矢野会長 家庭系処分ごみは一応、令和４年度は４７１ｇまできていて「排

出量は減少に転じ、平成３０（２０１８）年度と同程度に戻ってい

ます。」という記載もあり、ここから一昨年削減しているかなとい

う感じはするのですが、事務局か（株）東和テクノロジーさんから

でもご説明をお願いします。

東和（佐伯） まず、１９ページのグラフについて、矢印でここまでと書いてあ

りますが、これは今回作る計画の目標値ではなく、コロナの前に作

った計画の振り返りの部分です。コロナの影響で増え、コロナの前

に作った計画目標と大分離れてきていますので、矢印が大分大きく

なっています。

続きまして、今回の計画では、コロナの影響もあり、大分家庭系

ごみが増えたというのも加味しながら考えた目標値が、３６ページ

です。一旦増えてはいますけれども、コロナ前に戻りつつある状況

を踏まえて目標値を設定しています。減らさなければいけないのは

もちろんですが、その前の計画まで追いつくほどには、大分コロナ

の間で増えてしまっていますので、それを見直したうえで、今後の

予測をしております。

これから頑張る分の施策につきましては、事務局からご説明して

いただいた方がよろしいでしょうか。

事務局（林） はい。施策につきましては、今回、かなり絞りまして、３８ペー

ジから基本方針と基本施策を抽出しております。

特に、生ごみや水分が多いものを減らすことや、出前講座等コロ

ナの影響で行えなかったところもございますので、そういった地道

な広報活動等を行うなどをしてまいりたいと思っております。

矢野会長 ありがとうございました。

よろしかったでしょうか。

米今委員 はい。

矢野会長 それでは、その他にご質問・ご意見等、全部は見られないと思う

のですが、あとに気づいた点はパブリックコメントでということで

したので、まず、今気づく範囲で質疑応答等がありましたらお願い

できればと思います。いかがでしょうか。

矢野会長 中々すぐには出ないかもしれませんので、それでは、本日のご意

見、お二人ほど出ましたけれども、パブリックコメントの事務を進

めていくということでよろしいでしょうか。

各委員 ＜異議なし＞
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矢野会長 では、皆さん異議なしということですので、承知しました。

ありがとうございます。

それでは、ご異議もないようですので、本日のご意見を参考にし

て計画の策定を進めてください。

以上で、予定していた議題は終了とします。

その他、事務局の方から何かありますでしょうか。

事務局（環境

課長）

はい、今、米今さんからご質問があった件は、確かにかなり厳し

い現状目標だと思います。その詳しい記載は３２・３３ページにあ

りますが、まず３Ｒの中の２Ｒ（リデュース・リユース）を推進し

ていこうと、こういったことを啓発していくとか、また新たな取組

によって、先ほど説明しましたようなことを行っていくということ

で、それぞれの減量効果を表１０の方に掲げております。

まず、生ごみの減量として水切りを徹底していただくことで２．

５ｇ／人・日。その他、食べきり・フードドライブの促進やエコク

ッキング等、色々ご協力もいただいているところですが、その中で、

この白い枠のところの５カ所とプラス２Ｒとして、この横の８．２

ｇ／人・日、これを足した部分を減量していこうとするものでござ

います。

それぞれで、分別の徹底についても、今までの本市のごみの組成

調査から、色々なことを検討いたしまして、このような数値を計算

させていただきました。

かなり本当に厳しい目標ではあるかとは思いますけれども、こち

らの方は、近隣の市町と一緒にごみ焼却施設を作っているので、そ

ちらも方も同時に計画を作っております。そのことも協議した中

で、こういった目標を定めさせていただいたというところでござい

ます。

３８・３９ページの各施策についても、色々な広報等もそうなの

ですが、かなり重要なところではＮｏ．４の剪定枝の回収。枝払い

をした木等を別途回収して資源にしていこうと、処分のみとしてで

はなく、分けていくようなことを検討できないかということです。

そういったことや、プラスチック製品の回収等、今はプラスチック

製の容器包装だけの回収になっていますけれども、その他のプラス

チック製品も回収していこう。それによって、よりごみの減量をし

ていこうということや、次の４０ページを見ていただくと、協議関

係です。基本方針３の方に、Ｎｏ．１１ですが、ペットボトルの集

積所回収についての検討ということで、これによって今まで可燃ご

みで捨てられていた部分もそれなりにあったかとは思いますけれ

ども、何回できるかはまだわかりませんが、集積所での収集を考え
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ていきます。

できるだけ分別を、できるだけ生ごみの水切りを徹底していくよ

うなことを行っていき、この目標を目指したいと考えておりますの

で、ご協力をお願いしたいと思います。

補足としまして事務局から説明させていただきました。

今後のスケジュールとしましては、１１月２７日（月）から１

２月２６日（火）の１か月間で、パブリックコメントを実施しま

す。市民から意見を聴取しまして、計画を策定していきます。

それを基に、次回の開催は２月２日（金）午前１０時からを予

定させていただいております。パブリックコメントを受けた計

画最終案のご報告及び、この会での答申について決めていきた

いと考えております。

会議の詳細につきましては、改めて事務局から御連絡いたし

ますので、よろしくお願いいたします。

事務局からは以上でございます。

矢野会長 何か皆様方から、特に今後のことについてご質問等はございませ

んか。

水野委員 剪定枝の木くずは大量だと持ち込みだったかと思いますが、先ほ

どのお話しは持ち込んだものについてでしょうか。

事務局（環境

課長）

持ち込んだものも、今、処分ごみとして燃やしています。

水野委員 それを再利用しようというお考えでしょうか。

事務局（環境

課長）

はい。再利用するような方法を検討していきたいということで

す。

水野委員 今の時期は、ごみ集積所の可燃ごみの３分の１ぐらい剪定枝があ

ります。

それも、持ち込み以外で集められるように、何か検討していただ

きたいです。

事務局（環境

課長）

まさにそういったことを検討していきたいと考えています。全地

域でできるかは少し難しいとは思いますけれども、少しでもそうい

った部分を行って、そういったものも資源になるのだということを

市民の方にご理解していただきたいと考えております。

水野委員 なので、分けていただくと３分の１ぐらいは減ると思います。

事務局（環境

課長）

今の時期、地区によってはそうだと思われます。

水野委員 はい、検討をお願いします。

事務局（環境 はい。
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課長）

矢野会長 貴重なご意見、ありがとうございました。

そのほか、皆さんの方から何かありますでしょうか。

パブリックコメントでコメントしていただいても結構なので

すが、１１月２７日からですので、今何かありましたらというこ

とで、何かございませんでしょうか。

水野委員 あと、例えば卵の容器はプラスチックの再利用に入れます。お弁

当の容器は燃えるごみに出してしまうのですが、その辺りはどうな

のでしょうか。

事務局（環境

課長）

少し洗っていただいて、入れていただければありがたいと思いま

す。

水野委員 洗っていれば少し汚れていても出せるという、その辺りのことを

市民の方にお知らせした方が良いのではないでしょうか。

事務局（環境

課長）

洗って出してもらうということを徹底して、ご協力いただきたい

ということですね。

水野委員 そうすれば、もっと燃やすごみが減るのではないでしょうか。

事務局（環境

課長）

はい、そうです。

矢野会長 市民にどう啓発させていくかというところですかね。

事務局（林） 今日、差し替えでお配りいたしました４０ページの下の囲みの記

事なのですが「資源物の分別に関する情報提供、周知、啓発を強化

します」といったような、項目も掲げておりますので、これからも

分かりやすく広報したいと思っております。

矢野会長 ありがとうございました。

その他、ご意見等なければ、これで終了とはなりますが、いかが

でしょうか。

松原（紘）委員 ごみの分別について、尾張旭市は割とゆるいのではないかという

ような声を聞くのです。ただ、本当はプラスチックの方へ入れなけ

ればいけないものを、まあいいかということで生ごみの方に出して

いる人が結構いるような話です。

ですので、もう少し徹底するとごみが減るかもしれないのになあ

とは思います。

矢野会長 そうですね。分別の徹底ですね。

事務局（環境

課長）

そうです。特にコロナになってから、燃えるごみに資源ごみを入

れる方が結構多くなりました。ちょっと洗うよりも、燃えるごみで

捨ててしまうという。その辺りを、これから正しい分別に変えてい

くように広報活動をしていきたいと思っております。

松原（紘）委員 話を聞いていると「まあそう、うるさくないから。」と言われた
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のです。

事務局（環境

課長）

ごみ成分調査もしているのですが、最近混じっている割合が非常

に多いので、そこは啓発していきたいと思っております。

矢野会長 そのほか、よろしいでしょうか。

各委員 ＜異議なし＞

矢野会長 それでは、これをもちまして、令和５年度第２回尾張旭市廃棄物

減量等推進審議会を終了させていただきます。

皆様、長時間にわたり、大変お疲れ様でした。


	１ 開催日時
	２ 開催場所
	３ 出席構成員
	４ 傍聴者数
	５ 出席した事務局職員
	６ 議題等
	７ 会議の要旨

